
はじめに

ロシアの地図作製史において, ロシアのシベリ

ア進出に伴って作製された地図に関する研究は数

多く存在する(1)｡ そのなかでも近年の研究では,

ポスニコフによる研究が重要である｡ ポスニコフ

は, ロシア革命までのロシアの大縮尺地図の作製

史(2) およびロシア人によるシベリアから ｢ロシ

ア・アメリカ｣ への進出過程と地図作製史を論じ

た研究(3) において, ロシアが作製したシベリア

図について述べている｡ また, ロシアの人種地図

の作製史を論じたプスヤンチンもシベリア図に触

れている(4)｡ 近年では, アメリカの歴史学者キベ

ルソンが, 17世紀から 18世紀初期のシベリア図

についての研究を行っている(5)｡ 日本においても,

1960年代～70年代にかけて, 三上正利によるシ

ベリア図に関する詳細な研究がある(6)｡ また, 船

越昭生(7) や秋月俊幸(8) による日本北方地域の地

図史を対象とした研究のなかでも, ロシア人によっ

て作製されたシベリア図の紹介は行われている｡

これらのシベリア図研究の流れのなかで, 本稿

で対象とするシベリアを描いた地図帳の作者であ

るセミョン・ウリヤーノビッチ・レーメゾフ(9)

(以下, レーメゾフと記す) が作製したとされる

地図帳は, ロシアの地図作製史において欠かすこ

とのできない重要なものである｡ その理由として,

第一に, ロシア人によって作製された現存する最

古のシベリア全図とされる ｢ゴドゥノフ図｣(10) と

の関係が濃厚であること, 第二にロシア人による

17世紀に作製されたロシア製のシベリア図の総

括的なものであること(11), 第三にその後ロシア

において発達したロシア製 ｢民族地図｣ の第一段

階であると位置づけられること(12) などが挙げら

れる｡

ロシアにおいて地図作製が行われたのは 13～

15世紀ルーシの時代からである(13)｡ 16世紀には,

ロシアの地図は他のヨーロッパの国々で作製され

たロシア図に影響を与えたという(14)｡ そして, 17

世紀初期には, シベリア部分を含んだ ｢大地図｣

が作製された(15)｡ 1626年の地図作製命令や 1633

年の地図の説明書きなどから, シベリア部分を描

いた詳細な地図が作製されたとする(16)｡ しかし,

いずれの地図も現存しておらず, 古文書や目録上

で確認できるのみである｡

ロシアの地図史における現存する最古のシベリ

ア全図は, 1667年作製のシベリア全図 (ゴドゥ

ノフ図) である｡ この地図の複写図がレーメゾフ

の地図帳に掲載されており(17), 多くの研究者が

この地図を引用した｡ また, 現存するレーメゾフ

の地図帳には, ゴドゥノフ図以外のシベリア全図

およびシベリア各地の地域図が収録されている｡

これは, 17世紀末にモスクワのシベリア庁に集

められていたシベリア諸地域の地図からレーメゾ

フと息子達が複写し, 自らの地図帳に編集したも

のである｡ 地図帳のなかには, レーメゾフ自身の

測量や収集した情報で作製した地図も存在する｡

このように, 17世紀末～18世紀初期に複写さ

れた多数の手書き地図が地図帳というまとまった

形態で現存していることは, 史料として大きな価

値があるといえる(18)｡ さらにロシアにおいては,

18世紀～19世紀にかけて多くの人種地図が作製
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された｡ これらの地図作製史において, レーメゾ

フの地図帳のひとつに掲載されている 17世紀後

半の民族地図が, ロシア地図史における現存する

最初の民族地図 (人種地図の前段階) であると位

置づけられている(19)｡ それゆえ, このレーメゾ

フ作製の民族地図にも多くの研究者が関心を寄せ

た｡

以上述べたように, レーメゾフの作製した地図

帳に所収されたシベリア図は, 当該期のロシアに

よるシベリア図の作製史を論じるうえで重要な地

図である｡ これらの地図は, 17世紀末～18世紀

初期のロシア人によって作製された代表的なシベ

リア図であり, 当該期におけるロシア人の持つシ

ベリア地域像を考察するうえで重要な証拠となる

と思われる｡

しかし, レーメゾフの作製した地図帳は三冊存

在し, それらの地図帳に所収されているシベリア

の地域図やシベリア全体図の構成は異なる｡ 地図

帳の作製目的の違い, 地域情報の特色や更新など

で, 同じレーメゾフが編纂した地図帳でも表現さ

れる地域像が異なっていることが予想される｡ ま

た地図帳の作製年代や掲載地図の違いによっても,

レーメゾフの描くシベリアの地域像は変化したと

思われる｡ 従来の研究では, これらの点を軽視し

て, 地図帳を構成する多数の地図のうちシベリア

全図のみに注目した｡ あるいは, 三冊の地図帳の

うちの一部分のみに着目してレーメゾフの地図作

製を論じてきた｡ そのため結果的には, レーメゾ

フの活動の一部を取り上げて, それが当時のシベ

リアの地図作製を代表するものであるとして扱っ

てきたといえる｡

そこで本稿では, 各地図帳所収の個別のシベリ

ア図を問題にするのではなく, 各地図帳の掲載図

全体の特徴からレーメゾフによるシベリア地域像

の特徴を把握することを目的とする｡ なかでも,

もっとも後年に作製され編集された 『公務の地図

帳』 を中心に考察する｡

Ⅰ トボリスクにおけるレーメゾフの

業務と地図帳の編纂

� レーメゾフの業務と地図作製

17世紀のロシアによるシベリア進出に際し,

情報収集において前衛的な位置づけにあったのは

トボリスクである｡ 重要な河川交通の拠点である

トボリスクは 1587年に建設された｡ 当初は先に

建設されたチュメニの管轄にあったものの, 1590

年にはシベリアの首都となり, シベリア全体の軍

事・行政の中心地となった (第 1図)｡ シベリア

へのロシア人の移住が進展すると, トボリスクは

軍事・行政だけなく, シベリアにおける文化・経

済の中心地としても機能した(20)｡ 17世紀～18世

紀にかけて, トボリスクはシベリアにおけるあら

ゆる情報収集の場であり, シベリア全体と国家の

中心であるモスクワを仲介する場でもあった｡ シ

ベリアの地図作製がロシアの地方都市であるトボ

リスク在住のレーメゾフによって行われたことは,

当該期のロシアにおける地図作製のための情報収

集と把握のあり方を論じるためには, 重要な意味

があると考えられよう｡ 以下, 先行研究で明らか

にされたことを中心に, レーメゾフの個人史とそ

の業務についてまとめる｡

レーメゾフは 1642年トボリスク生まれ, 1682

年小士族として登録された｡ 彼には 4人の息子

(レオンティ, セミョン, イワン, ピョートル)

と 1人の娘がいた｡ レーメゾフ家は, セミョンの

祖父のモイセイが 1628年にモスクワからトボリ

スクへ移って以降はトボリスクに住んだ｡ 父のウ

リヤンは 1647年から軍事勤務者を拝命した形跡

が見られ, 1664年にはイシム川方面に巡検して

その結果を地図に描いたことが記録に残っている｡

また彼は 1667年から 3年間, トボリスクのゴドゥ

ノフ軍政官の側近としても務めた(21)｡ レーメゾ

フ家は当該期の代表的な現地における ｢軍事勤務

者｣(22) である｡ レーメゾフ家は, レーメゾフの祖

父の代からシベリアの中心都市であるトボリスク

在住の小士族であり, シベリアの情報に精通した
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ロシア人であった｡

レーメゾフの軍事勤務者としての主な業務のひ

とつとしてトボリスク周辺地域への派遣があった｡

1682年に西シベリアの古くからのロシア人拠点

であるタラへ, 1683年にはトゥラ川上流域のロ

シア人拠点であるベルホトゥリエへ派遣される｡

1684年にもベルホトゥリエ, 同じくトゥラ川流

域のロシア人拠点であるトゥリンスクへ他の軍事

勤務者達と共に遠征した (第 2図)｡ 1684年から

1687年にかけてはトボリスク郡の各地へも調査

に赴いている｡ 1687年にはイルティシ川流域,

1688年にはトボリスク町内の巡検にも従事して

いる｡ レーメゾフは, これら一連の派遣業務に従

事するとともに, 1689年にはすでに ｢様々な年

代のトボリスクの町や村々, シベリアの他の町に

関する多くの地図を描いた｣(23) 熟練した地図作製

者であったとされる｡ この 1680年代のレーメゾ

フの地図作製の仕事としては, 1683年から 1685

年のデータをもとに, トボリスクにおいて, 1687

年のシベリア全図 (『地勢図帳』 162裏) の編集

が行われた｡ 1690年にはモスクワのシベリア庁

にレーメゾフが訪問した記録が残されている｡ 翌

年にはモスクワからトボリスクに戻り, イシム川

流域の各地へ赴いた｡

レーメゾフは, 1683年から 1695年までヤサク

徴収に関わる業務にも就いていた｡ 1696年 4月

から 9月にかけてはイセチ川支流のミアス川流域

への派遣, 同年 10月には, トボル川, イセチ川,

ニッツア川, プシマ川, ミアス川, トゥラ川, タ

ウダ川流域の要塞, ロシア人の村々, ヤサク郡の

村々など小河川や湖なども含めた自然境界などを

地図に示すためにトボリスクを出発し, 測量業務

に就いた (第 2図)｡ レーメゾフがトボル川流域

への調査に従事した 1696年にモスクワのシベリ

ア庁から全シベリア図の作製に関する勅令がでた｡

レーメゾフはその際に地図作製者として任命され
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第 1図 シベリアにおける主要都市 (17～18世紀初期)

Figure. 1. Russian colonial cities in Siberia from the seventeenth century to the early eighteenth century

注：国境線は現在のロシア連邦の範囲を示している｡ 図中の□が示す範囲は第 2図の範囲である｡
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る｡ レーメゾフは, 1697年には ｢カザフ・オル

ダの地図｣ (『地勢図帳』 163, 『シベリア地図帳』

20, 『公務の地図帳』 51裏～52) と ｢トボリスク

地方の地図｣ (『シベリア地図帳』 2, 『公務の地図

帳』 28裏～29) を作製した｡ 両図ともにトボリ

スクからモスクワのシベリア庁に送った(24)｡

また 1698年にはトボリスクの全建築物の建設

指導者にも任命された｡ トボリスクは, シベリア

の首都であるにもかかわらず, 火災の絶えない町

であった｡ トボリスクは, 他のシベリアの諸都市

と同様に, 木造建築物が中心の町であった｡ シベ

リア庁は, 政治中心都市であるトボリスクの主要

な施設を石造建築物にする必要があった｡ そこで,

地図作製業務をすでに行っていたレーメゾフがト

ボリスクの都市改造のための指導者に任命された

のである(25)｡ レーメゾフと息子達は, モスクワ

において石造都市建設のための建築技術を学ぶた

めに, 1698年 6月 28日にトボリスクを出発した｡

そのモスクワ滞在中に, 再びシベリア地域の全情

報をまとめてシベリア図を編纂する命令を受けた

のである(26)｡

また, 『シベリア地図帳』 の作製についても,

同年 11月に命令を受けた｡ モスクワでの作業を

終えてトボリスクに地図を持ち帰ったレーメゾフ

親子は, それらの地図および自ら作製した地図を

もとに 『シベリア地図帳』 を編纂し, 1701年に

完成した｡ 完成した 『シベリア地図帳』 はモスク

ワに送付された｡

『シベリア地図帳』 完成後のレーメゾフは,

1703年にウラル地方のカマ川上流域にあるクン

グールへの派遣業務に従事し, その際クングール

の地図を作製した (『公務の地図帳』 65裏面～68)｡

1703年～1704年にかけてはウラル山脈イセチ川

上流域における鉄生産地で有名なカメンスキーへ
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第 2図 トボリスク周辺におけるロシア人集落分布とバシキール民族の勢力範囲 (17～18世紀初期)

Figure. 2. Distributions of Russian villages and territory of the Bashkirs

from the seventeenth century to the early eighteenth century
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調査に赴いている｡ この鉄工場の見取り図や機械

図面なども 『公務の地図帳』 に掲載している｡

1704年～1712年にかけてもトボリスク郡での派

遣・巡検業務や地図作製などに従事している｡ ま

た, 1710年～1712年にはトボリスク郡とチュメ

ニ郡の人口世帯調査にも携わっている｡ 1710年

と 1720年の史料には, レーメゾフの孫に関する

記録も存在する｡ トボリスクの下町地区にレーメ

ゾフの息子であるピョートルと孫のアレクセイ

(レオンティの息子), その他にレオンティの妻と

3人の子供たちが居住していた｡ レオンティは,

『公務の地図帳』 に残された彼の筆跡から, 1730

年代までは生存が確認できる｡ 息子のセミョンと

イワンは 1716年, ピョートルについては 1734年

の記録が最後であり, その後, 息子達がどうなっ

たのかは不明である｡ レーメゾフは, ピョートル

一世の命令でシベリア調査を行ったドイツ人学者

のメッセルシュミットの記録から, 1720年～1721

年の間に確実に生存が推測できるものの, それ以

後のことは不明である｡

� レーメゾフ作製の地図帳の相互関係

レーメゾフとその息子達が作製した地図帳には

三冊のバリアントが確認されている｡ まずひとつ

は, ハーバード大学図書館が所蔵する 『地勢図帳』

である(27)｡ ファクシミリ版でのモノクロの複製

本が 1958年に出版された(28)｡ これには地図帳の

テキストに関する現代ロシア語訳などは付されて

おらず, テキストの分析はこの複製本では不可能

である｡ 次に, モスクワのロシア国立図書館地図

部のルマンチェフ伯爵コレクションの 『シベリア

地図帳』 である(29)｡ この地図帳は, 1882年にサ

ンクトペテルブルクですでに複製本が出版されて

おり(30), 日本国内では国立国会図書館が所蔵し

ていたため, ソ連時代においても複製本の閲覧は

可能であった｡ しかし, 2003年にモスクワで新

たに写真複製され, カラーの複製本とテキストの

現代ロシア語訳と研究論文が付され(31), 研究上

の便宜はさらに向上した｡

最後が本稿で主な分析対象とする 『公務の地図

帳』 である(32)｡ 本地図帳は, サンクトペテルブ

ルクのロシア国立図書館文書部に原本が存在して

いたものの, 貴重書のため限られた研究者の閲覧

しかできなかった｡ そのため長らく複製本の刊行

が待ち望まれていたものである｡ ようやく 2006

年に写真複製され, カラーの複製本にテキストの

現代ロシア語訳が付されて出版された(33)｡

従来のレーメゾフの地図帳を利用した研究では,

これら地図帳に掲載されているシベリア全図を取

り上げて分析を加えたものが多かった｡ その研究

史をまとめた前述の三上による諸論文(34) によれ

ば, 1687年のシベリア全図 (『地勢図帳』 162裏),

『シベリア地図帳』 21, 『シベリア地図帳』 23,

『シベリア地図帳』 および 『公務の地図帳』 の説

明書きに記述されている ｢エカチェリーナ宮殿の

地図｣ の四枚の地図についての検討である｡ いず

れも, 作製年代や作製者, 描かれている範囲など

が詳細に研究されている｡ また, 前述のエフィー

モフの編集したアトラス(35) においても, レーメ

ゾフの地図帳所収のシベリア図が掲載されている｡

またこのアトラスには, ロシアで作製された多く

のシベリア図が掲載されており, それを見れば,

レーメゾフのシベリア図を含めて, 各地図におけ

るシベリアの範囲と地図に描かれている情報の変

化や差異について把握できる｡

ソ連時代において, この三冊の地図帳の内容を

比較検討した研究者はゴリデンベルクのみである｡

1940年代にアンドレーエフは, いくつかの古文

書の記述およびシベリア庁長官のヴィニウスの書

き込みから, ロシア国立図書館のルマンチェフ伯

爵コレクションの 『シベリア地図帳』 は, レーメ

ゾフの原本ではなく, レーメゾフの作製した地図

帳の複写であると推定した(36)｡ しかし, ゴリデ

ンベルクは, レーメゾフや息子たちの三冊の地図

帳に残る筆跡を丹念に分析し, 『シベリア地図帳』

も他の二冊と同様, レーメゾフと息子たちによっ

て作製された原本であるとした(37)｡ 最近になっ

て, これら三冊の地図帳のすべてに上記のように

複製本が出版された｡

地図史研究では古地図を一次史料とするため,
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特に領土問題など現代的な事柄との関連がある場

合は, 外国人研究者には原本の閲覧や撮影が著し

く制限される傾向がある｡ 複製本が三冊揃ったこ

とにより, ロシア国外でこれらの地図帳について

比較検討を行うことができるようになったことは,

大きな研究活動上の進展であるといえる｡

レーメゾフ作製の三冊の地図帳の中で, 『シベ

リア地図帳』 はレーメゾフがモスクワ滞在中にシ

ベリア庁から依頼を受けて編纂したものであり,

ロシアの中央政府による命令で作製され提出され

た地図帳である｡ その他の二冊の地図帳は, レー

メゾフ家に私的に保管されたものであった｡ 『シ

ベリア地図帳』 は, 完成後すぐにトボリスクから

モスクワのシベリア庁に送付されて保管された｡

この地図帳はシベリア庁の業務に使われたもので

あった｡ 当該期におけるシベリア庁長官であった

ヴィニウスの書き込みも存在する(38)｡ 『シベリア

地図帳』 の編纂命令をレーメゾフがモスクワのシ

ベリア庁で受けたのは 1698年 11月である｡ 1699

年 1月に各地図の複写をトボリスクに持ち帰った｡

その後 1月 30日からトボリスクにおいて地図を

編集し 1701年 1月 1日に完成した｡ 『シベリア地

図帳』 所収の 23枚の地図は 1699年～1701年の

間にレーメゾフ親子によって編集された地図であ

る(39)｡

『地勢図帳』 は, トボリスクにおいてレーメゾ

フ家が保管していた地図帳である｡ 地図帳の掲載

図は 168枚であり, シベリア各地の重要河川流域

の ｢地勢図｣ が中心である｡ これらの地図は, 各

シベリア地域図を編集する際の基礎情報であるこ

とが推測できる｡ レーメゾフ親子は, この情報を

『シベリア地図帳』 所収のトボリスク地方図やシ

ベリアの各地域図の編集の際にも利用したものと

思われ, 『地勢図帳』 の地図は 『シベリア地図帳』

編集の際の元データのひとつであったともいえる｡

その他, ゴドゥノフ図の写し (『地勢図帳』 4) 1

枚, シベリア全図の写し (162裏) 1枚, 中国図 1

枚, トボリスク都市図やシベリア地域図などが

15枚掲載されている｡ 『地勢図帳』 の説明書きに

よれば, この地図帳の編集について, ｢現在図｣

は 1697年 3月から開始し, 各河川の流域を中心

とした地勢図は 1697年 9月 1日から作製を開始

したことが明記されている｡ しかし, 『地勢図帳』

に掲載されている地図の多くは 『シベリア地図帳』

の完成後にまとめられたものであり, 地図の複写

年代は 1703年～1711年と推定されている(40)｡

『公務の地図帳』 も 『地勢図帳』 と同様に, レー

メゾフとその息子達によって編集され, トボリス

クのレーメゾフ家に保管されていた地図帳である｡

地図帳に掲載されている図は, 『シベリア地図帳』

『地勢図帳』 にも掲載されているトボリスクおよ

びシベリア諸地域の地図, 『地勢図帳』 にもある

最初のシベリア全図とされる ｢ゴドゥノフ図｣ の

複写図, 『シベリア地図帳』 や 『地勢図帳』 には

掲載されてないシベリア諸地域の地図 (カムチャ

ツカ図, クングール図など), その他のヨーロッ

パ製のシベリア図の複写図, 中国図, トボリスク

および周辺の村々の地図, トボリスク軍政官やシ

ベリア総督などの名前入りの樹木図, カメンスキー

工場の見取り図や機械図などである｡ 『公務の地

図帳』 には, 『シベリア地図帳』 21や 23に類似

するシベリア図はない｡ 『地勢図帳』 のようなシ

ベリアの各河川の地勢図類もない｡ 一方, 『公務

の地図帳』 には, 『シベリア地図帳』 や 『地勢図

帳』 とは異なり, レーメゾフの業務に関わる年表

や業務内容の記述が膨大に存在する｡ つまり,

『公務の地図帳』 はシベリア地域を描いた地図帳

という側面だけではなく, レーメゾフの携わった

業務や生涯について明らかにするための一次史料

としても大きな価値があるといえる｡ ここに収め

られている地図類の複写年代は, 『シベリア地図

帳』 の完成後であり, 1702年以降と推定されて

いる(41)｡ また 『公務の地図帳』 における最後の

記述は, ゴリデンベルクによれば, 息子のレオン

ティによるシベリア総督の記述であり, 1730年

と推定されていた(42)｡ しかし複製本によれば,

1730年以降の記述も存在し, 地図帳の完成年代

の確定はできていない(43)｡ 『公務の地図帳』 を分

析することは, 先行研究ではあまり注目されてい

なかった 『シベリア地図帳』 完成後の 18世紀前
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半におけるレーメゾフの業務と地図作製の関係を

明らかにすることにもなる｡

以上, レーメゾフ作製の三冊の地図帳について,

まずは作製目的や史料の性格が異なること, 次に

地図帳の作製年代が異なること, さらに掲載地図

の内容が異なることの三点について確認した｡ こ

のなかでも, 『公務の地図帳』 はもっとも後年に

編集されたと推定される地図帳であり, 他の二冊

には存在しない地域情報が盛り込まれている｡ こ

れは, レーメゾフとその息子達が作製した地図帳

に表現された彼らのシベリア地域像の変化を明ら

かにするうえで, 最も適した史料であると思われ

る｡ そこで次章では, 『公務の地図帳』 を中心に

検討をすすめる｡

Ⅱ レーメゾフの 『公務の地図帳』 の

構成と内容

� 『公務の地図帳』 の構成

『公務の地図帳』 の構成は第一部と第二部に分

かれている｡ 第一部がシベリア地域の地図帳であ

り, 第二部はレーメゾフが 1703年～1704年に従

事したカメンスキー工場の業務に関わる図面およ

びトボリスクやトボリスク郡の都市計画や建築図

面が中心である｡ 第一部の序文にはレーメゾフと

息子達が 1697年にシベリア図, 1698年に 『シベ

リア地図帳』 の勅令を受け, 地図編纂を開始した

ことが書かれており, さらに目次が続く｡ 目次に

は 76枚の地図が書かれている｡ しかし, 実際に

は全部で 45枚の地図が掲載されている (第 1表)｡

目次に挙げられているタイトルや地図もあるが,

実際には掲載されていない地図やそもそも目次に

挙げられていない地図も存在する(44)｡ 目次の後

は, トボリスクの歴史やトボリスク軍政官の名前,

シベリア各都市の印章などに関する記述があり,

レーメゾフの地図作製も含めた業務についての詳

細な説明がある｡ その後続いて 45枚の地図が掲

載されている｡ 第一部の最後には, 再びレーメゾ

フの業務についての年表がある｡

� 『公務の地図帳』 掲載地図の分類

『公務の地図帳』 第 1部に掲載されている 45枚

の地図をその内容で分類した (第 1表)｡

a. トボリスクの地図群

1は 1709年のトボリスク軍政官の勅令による

トボリスクの下町地区の測量調査の付図である｡

2はトボリスクから 20ベルスタ離れた地点を示

した地図, 3はトボリスクの山手・下町全体の俯

瞰図である｡ 4は 1697～1698年の石造建築物建

設のためのトボリスク中心部の図面である｡ 6は

1709年 4月 27日の勅令にもとづいたトボリスク

政庁の建物の図面である｡ 7は 1625年以降のト

ボリスク周辺を拠点とする先住民族のデータをも

とに作製した地図である｡ これは, トボリスクを

中心に同心円状に周辺地域の集落や河川・森林な

どの自然環境を描いたものであり, トボリスクを

周辺の先住民族からの攻撃を防衛するための軍事

的な地図であると思われる｡

b. シベリア地域図

これらの地図は, レーメゾフと息子達がモスク

ワのシベリア庁から 1700年にトボリスクに持ち

帰った ｢シベリア各地域の都市図 24枚｣(45) から

写したものが主であり, 『シベリア地図帳』 の掲

載図と同様の地図がほとんどである｡ シベリアの

主要河川沿いに建設されたロシア人の拠点である

タラ, チュメニ, トゥリンスク, ベルホトゥリエ

などの都市と周辺地域を描いた地図である｡ しか

し, 35のネルチンスク, 36, 37のヤクーツクの

地図は 『シベリア地図帳』 と若干異なる｡ 22, 23

のクングールの地図は 『シベリア地図帳』 にはな

い｡ 22のクングール都市図については何の説明

書きもないが, 23のクングール地域図には説明

書きがある｡ それによれば, レーメゾフは息子の

レオンティと共に 1703年 4月 12日の勅令により

ベルホトゥリエからクングールへの調査に赴いた｡

その調査をもとにこの地図を描いた｡ しかし, ク

ングールの地図については, すでに 1700年 1月
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第 1表 『公務の地図帳』 第一部所収の地図一覧

Table 1. The list of maps in part of Working Sketchbook by Remezov

分
類 図のタイトル

地図番号
(����)

地図の内容
原本・複写の種類

他の地図帳掲載図との比較

1 a 勅令に基づいた全建築物
のための下町測量図

��10���11 トボリスク山手・下町の
全体図

1709年の調査付図複写元は	

1のトボリスク図の下図か

2 a トボリスク周辺の 20 ベ
ルスタ四方見本図

��15�� トボリスク周辺図 複写元は	
1のトボリスク図
の下図か

3 a 主要建設基準図 ��18���19 トボリスク山手・下町の
全体図

複写元は	
1のトボリスク図
の下図か

4 a 石造建築のための測量図 ��20���21 トボリスク中心部 ◎複写元は 1697～1698 年作製
図

5 g モスクワ公国および国家
とその周辺図

��22���23 タルタリア図, モスクワ
とシベリア・中央アジア
方面

複写元は 1549年作製のヘルベ
ルシュタインのタルタリア図◆

6 a ��25 トボリスクのクレムリン
内の地図

1709年作製図※

7 a トボリスク防衛図 ��26���27 トボリスクとその周辺図,
同心円状の距離線あり

1625 年以降のデータをもとに
した作製図か※

8 g トボリスク地方図 ��28���29 トボリスクを中心とした
西シベリア全体図

◎複写元は 1697年に作製され
たレーメゾフのトボリスク地方
の図

	
2

9 g 古代シベリア全図 ��30���31 シベリア全図 複写元は 1667年のゴドゥノフ図

10 g アンドレイ・アンドレー
ヴィッチ・ヴィニウス図

��32���33 シベリア全図 ◎複写元は 1680～1683 年作製
のヴィニウス図

11 d ��44���45 トボリスク, トボル川上
流域図

◎1710～1712 年の人口世帯調
査付図※

12 e ��47 トボル川とミヤス川上流
域図

◎1710 年のパルフェニエフの
調査付図※

13 e ��47���48 トボリスク, トボル川上
流域図, トボル川各支流
の上流部分まであり

◎1710 年のパルフェニエフの
調査付図※

14 g 実際の測量で作製した論
争におけるバシキールの
村々の境界図

��49���50 トボル川上流域図 複写元は 1694年～1695年作製
図, �
165 のタイトルは ｢イ
セチ村の図｣

�
165

15 g 経験豊富な土地生まれの
人々による水の乏しい河
川の全図

��51���52 トボル川上流部分 現在
のカザフスタン北部, ア
ラル海, アルタイ

複写元は 1697年作製のカザフ・
オルダの図, 	
20のタイトル
は ｢水の乏しい通行しがたい山
地のステップ地域の全図｣

	
20�
�
163

16 f 竜騎兵隊長の遠征による
遠隔地の地図

��53���54 トボリスク, トボル川上
流域図

◎1700年のメイナの調査付図

17 f 竜騎兵隊長の遠征による
村々の地図 (チュムリャ
ツカ村の地図)

��55���56 トボリスク, トボル川上
流域図

◎1700年のメイナの調査付図

18 b タラとその地方図 ��57���58 イシム川, タラとその周
辺図

複写元は 1700年にシベリア庁
から持ち帰った地図

	
3�
�
166��

19 b チュメニとその地方図 ��59���60 トゥラ川下流, チュメニ
とその周辺図

複写元は 1700年にシベリア庁
から持ち帰った地図

	
4�
�
166

20 b トゥリンスクとその地方
図

��61���62 トゥラ川上流, トゥリン
スクとその周辺図

複写元は 1700年にシベリア庁
から持ち帰った地図

	
5

21 b ベルホトゥリエとその地
方図

��63���64 トゥラ川上流, ベルホトゥ
リエとその周辺図

複写元は 1700年にシベリア庁
から持ち帰った地図

	
6

22 b クングールと下町の図 ��65���66 クングール図 クレムリ
ンと下町部分

◎1703 年の調査付図, 複写元
は 1700年にシベリア庁から持
ち帰った地図
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23 b クングールとその地方図 ��67���68 カマ川上流, クングール
とその周辺図

◎複写元は 1700年にシベリア
庁から持ち帰った地図

24 g 首都周辺からサラベツキ
海峡までの大ペルミ, 白
海沿岸, ドヴィンスクの
新地図

��71���72 ペルミ, ボルガ川, 北極
海沿岸まで

複写元は 1700年にシベリア庁
から持ち帰った地図か？

��22

25 b ベリョーゾボとその地方
図

��73���74 オビ川, ベリョーゾボと
その周辺図

複写元は 1700年にシベリア庁
から持ち帰った地図

��8�
��167

26 b スルグトとその地方図 ��75���76 オビ川, スルグトとその
周辺図

複写元は 1700年にシベリア庁
から持ち帰った地図

��9

27 b ナルイムとその地方図 ��77���78 オビ川, ナルイムとその
周辺図

複写元は 1700年にシベリア庁
から持ち帰った地図

��10

28 b トムスクとその地方図 ��79���80 オビ川上流, トムスクと
その周辺図

複写元は 1700年にシベリア庁
から持ち帰った地図

��11
��168

29 b クズネツクとその地方図 ��81���82 オビ川上流, クズネツク
とその周辺図

複写元は 1700年にシベリア庁
から持ち帰った地図

��12
��168��

30 b トゥルハンスクとその地
方図

��83���84 マンガゼヤ, トゥルハン
スクとその周辺図

複写元は 1700年にシベリア庁
から持ち帰った地図

��13
��169

31 b エニセイスクとその地方
図

��85���86 エニセイ川, エニセイス
クとその周辺図

複写元は 1700年にシベリア庁
から持ち帰った地図

��14

32 b クラスノヤルスクとその
地方図

��87���88 エニセイ川上流, クラス
ノヤルスクとその周辺図

複写元は 1700年にシベリア庁
から持ち帰った地図

��15

33 b イリムスクとその地方図 ��89���90 アンガラ川, イリムスク
とその周辺図

複写元は 1700年にシベリア庁
から持ち帰った地図

��16

34 b イルクーツクとその地方
図

��91���92 アンガラ川, イルクーツ
ク, バイカル湖とその周
辺図

複写元は 1700年にシベリア庁
から持ち帰った地図

��18

35 b ネルチンスクとその地方
図

��93 アムール川支流, ネルチ
ンスクとその周辺図

��19の地図と類似はしている
ものの, 若干図像が異なるため,
そのままの複写ではない

36 b ヤクーツクとその地方図 ��95���96 レナ川, ヤクーツクとそ
の周辺図

��17の地図と図像が異なるた
め, そのままの複写ではない

37 b ヤクーツクとその地方図 ��97���98 レナ川, ヤクーツクとそ
の周辺図

��17の地図と図像が異なるた
め, そのままの複写ではない

38 c カムチャダールの海陸新
地図

��99���
100

シベリアの東端とカムチャ
ツカ半島

◎作製年代もデータも諸説あり,
複写元は 1701年のクバソフの
編集図か

39 c カムチャダールの地方新
地図

��101���
102

シベリアの東端とカムチャ
ツカ半島

◎複写元は諸説あり, 1707～
1709年頃の作製図か

40 c カムチャダールの海陸新
地図

��102�� カムチャツカ半島 ◎作製年代は諸説あり, 1712～
1714年頃の作製図か※

41 c ��103���
104

カムチャツカ半島 ◎1712 年以降, コズイレフス
キーがヤクーツクに送った地図
をもとにレーメゾフが作製※

42 h 中国図 ��105���
106

中国図 ◎複写元は 1692年のウィット
センの地図◆

43 h タルタリア, ハーン国と
その地方図

��107���
108

シベリアと中国国境地帯 ◎複写元は 1692年のウィット
センの地図◆

44 h 中国図, その行政区画と
都市

��109���
110

中国図 ◎複写元は 1686年のフィリッ
プ・コプレーの地図◆

45 h シナ帝国新図 ��111���
112

東アジア図, 中国, 朝鮮
半島, 日本

◎複写元は 1655年のマルティー
ニの地図◆

分類 a～hは, 本文Ⅲ�に対応している｡ 地図番号 (�	
�) は 『公務の地図帳』 原本の番号である｡

(凡例) �� 『シベリア地図帳』 �� 『地勢図帳』 �� 『公務の地図帳』

◎『公務の地図帳』 のみに掲載されている地図 ◆複写元の地図が出版図 ※レーメゾフの筆跡による地図 (本文注(70)参照)



に持ち帰ったシベリア地図のなかにもあり, それ

をもとにしたことが書かれている(46)｡

c . カムチャツカ図

『公務の地図帳』 のみに掲載されており, 他の

地図帳にはない地図である｡ 38の図は, 説明書

きによれば, 1701年 8月 18日のトボリスク軍政

官の命令にもとづいたクバソフ (��������	) の

カムチャツカ遠征の際の地図である(47)｡ ｢1695年｣

のアトラーソフ (
�������	)(48) のデータに基づ

いた地図であると書かれている｡ 39～41に説明

書きはないため, 『公務の地図帳』 のみでは作製

年代はわからない｡ これらの地図の作製年代や地

図情報については先行研究があるので後述する｡

d. 人口調査の付図

この地図群は, 1710年～1712年にかけて行わ

れたトボリスク郡・チュメニ郡の人口世帯調査の

付図である｡ 44裏～45にかけて掲載されている

11の地図の前, 34～36にかけては身分・職業別

に人口世帯調査の結果が記録されている｡ その後

37頁からはレーメゾフのモスクワのシベリア庁

での業務やトボリスクでの業務についての説明が

ある｡ 40～44にかけてはトボル川流域の諸河川

の村々別の調査結果があり, 最後に 11の地図が

付図として掲載されている｡

e . パルフェニエフ (
������������) の

調査地図

12, 13はモスクワから派遣されたパルフェニ

エフによる業務の調査結果とその付図であり, い

ずれもトボル川流域の詳細な地図である｡ 特にこ

の調査では, トボル川上流域におけるバシキール,

タタールについての調査が求められている｡ 13

の地図は, 他の地図よりもさらにトボル川上流の

ウイ川までを範囲とし, ロシア人の町や村の記載

のみではなく, 先住民族のユルタ (遊牧民の天幕)

が詳細に記されていることに特徴がある｡

f . 竜騎兵隊長メイナ (���������) による

地図

16, 17ともにトボリスクからトボル川および

その支流域の地図であり, 1700年 10月 2日の勅

令によって行われた, ロシア軍の竜騎兵隊による,

トボル川・ミアス川沿いの村々についての調査に

関する地図である｡ 説明書きには, 拠点となるロ

シア人の村から村への距離の記載が詳細に書かれ

ており, 地図上に各村々が示されている｡ なお,

dの地図群と eの地図群の間に, 14のバシキー

ル地方の図と 15の地図 (『シベリア地図帳』 20

と同じ) があり, これも同じトボル川上流域を描

いたものでもある｡ d・e・fの地図群は, 『公務

の地図帳』 のみに掲載されている地図である｡

g. シベリア全図およびシベリア部分図

これらの地図は, すでにロシア地図史の研究史

上では有名な地図が多い｡ 5の ｢モスクワ公国お

よび国家とその周辺図｣ は, ヘルベルシュタイン

作製の 1549年 (1556年出版) の地図の写しであ

る｡ 8の地図は, 1696年～1697年のデータをも

とに作製された ｢トボリスク地方の図｣ (『シベリ

ア地図帳』 2)(49) である｡ 9 の地図は 1667 年の

｢ゴドゥノフ図｣, 10は 1680～1683年の作製年代

と推定されている ｢ヴィニウス図｣, 14は 1694～

1695年作製のバシキール図 (『地勢図帳』 165と

同じ), 15は 1697年 3月作製の ｢カザフ・オル

ダの図｣, 24は ｢大ペルミ図｣ (『シベリア地図帳』

22と同じ) である｡ いずれの地図も, 『公務の地

図帳』 作製の際に複写したものであると思われる｡

h. 中国図

これらも 『公務の地図帳』 のみに掲載されてい

る地図であるが, すべてヨーロッパ製の出版図の

写しである｡ 42と 43の地図は, いずれも 1692

年にウィットセンが出版した 『北東タルタリア』

に収録されている地図の複写である｡ これは, ア

ムステルダムで 1663 年に出版されたブラウの

『世界の舞台』 に掲載された地図を, ウィットセ

ンが収録したものである(50)｡ 44の地図の原本は,
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1686年のフィリップ・コプレーの中国図である

と思われる(51)｡ この地図には, 中国内の 15地方

と 155の都市が示されている｡ 45は, マルティー

ニが出版した ｢シナ帝国新図｣ (1655年刊) の複

写と思われる(52)｡ これは中国製の ｢広輿図｣ を

もとにヨーロッパで最初に出版された 『中国地図

帳』 に掲載された中国図であり, 17世紀後半の

出版図における最新情報ともいえる｡ 地図の説明

書きによれば, 1669年にトボリスクのゴドゥノ

フ軍政官が編纂した ｢中国国家の目録｣ をモスク

ワのシベリア庁に送ったことが書かれている(53)｡

『公務の地図帳』 第一部の掲載図の概要につい

て述べた｡ この掲載図のほとんどは複写図である｡

そこで, 複写元となった地図に関して複製本の地

図やその説明書きなどから推定し, 表 1に示した｡

『公務の地図帳』 に掲載された手書きの地図は,

多くはその複写元である地図も手書きの一枚物の

地図であることが考えられる｡ 当時の出版図から

の複写は, 5 のヘルベルシュタインの地図,

42～45の中国図のみである｡ 地図の形態や作製

経緯を分類すると, 第一にレーメゾフ自身が過去

に作製した地図(54) の複写 (1～4, 8, 15), 第二

に 『シベリア地図帳』 編纂のために, モスクワの

シベリア庁から持ち帰った地図の複写 (14, 18～

34), 第三に 『シベリア地図帳』 編纂後に, すで

に存在する地図に新しい情報を加味して書き加え

たと思われる地図 (35～37), 第四に 『シベリア

地図帳』 編纂後に本地図帳作製のために新しく書

きとめられた地図 (12, 13, 16, 17, 38, 39),

第五にレーメゾフが 『公務の地図帳』 作製時点で

新たに作製したと思われる地図 (6, 7, 11, 40,

41) である｡ また, 説明書きの部分に村から村の

距離が示されている地図は, 6, 7, 11～13,

15～17であり, 他の地図に比べて大縮尺の地図

である｡ トボリスクおよびトボル川流域の地図群

は, 当該地域を描いた最新情報の地図であったと

思われる｡

Ⅲ 『公務の地図帳』 からみたシベリア

地域像

� シベリア地域像の拡大

『公務の地図帳』 の掲載図と 『シベリア地図帳』

および 『地勢図帳』 の掲載図はすべて同じ地図で

はない｡ この三冊の地図帳のなかで, 『公務の地

図帳』 のみに掲載された地図を示した (第 1表◎

参照)｡ 『シベリア地図帳』 編纂以後, レーメゾフ

が従事した業務に関係する地図 (6, 11～13, 17～

18, 22～23, さらに 『公務の地図帳』 第二部すべ

ての図面) とそれ以外の地図 (5, 7, 10,

38～45) に分けられる｡

『シベリア地図帳』 を提出した 1701年以降, レー

メゾフが関与した業務は, 主に 1704年～1712年

のトボリスク町内の測量や石造建築に関わる業務,

1703年のクングールへの派遣, 1703年～1704年

のカメンスキー工場への派遣, 1710年～1712年

のトボリスク郡・チュメニ郡の人口世帯調査が挙

げられる｡ それぞれの仕事に関わる地図や図面が

『公務の地図帳』 には掲載されており, 他の二冊

の地図帳に比べて, 当該地域の地域情報が充実し

たことが特徴として挙げられる｡ しかも, これら

は 『公務の地図帳』 作製時点におけるレーメゾフ

による手書き図であることから, 貴重な情報でも

あったことが推察される｡ これらの業務以外の地

図として, 筆者が特に注目したい地図群は cと g

である｡ 『シベリア地図帳』 21および 23のシベ

リア全図にもカムチャツカや中国部分の描写はあ

るものの, 当該地域のみをこのように数枚にわた

るかたちでの掲載はしていない｡

また 『公務の地図帳』 掲載図のなかで 『シベリ

ア地図帳』 あるいは 『地勢図帳』 にも類似の地図

が掲載されている場合がある｡ そのなかでも, 地

図が複製かどうか, あるいはそっくりそのままの

複製ではないけれども同じ地図を原本とするバリ

アントかどうかという点に注目したい｡ これは,

同じ地域を描いている地図でも, 地図内の情報が

更新されているあるいは表現が異なる場合がある
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からである｡ 『公務の地図帳』 の掲載地図が 『シ

ベリア地図帳』 の掲載図と図像がまったく同じ地

図は, 8, 15, 18, 21, 24～30, 32～34である｡

一方, 同じ地図を原本とするバリアントながらも

若干表現や情報が異なる地図は, 1, 3, 19, 20,

31, 35～37である｡ なかでも著しく情報の更新

がなされているものは, 35のネルチンスクの地

図, 36, 37のヤクーツクの地図である｡ これは,

『シベリア地図帳』 編纂以後, 『公務の地図帳』 の

作製段階において, 当該地域の情報がより充実し

たものになったと考えられる｡ さらに 『公務の地

図帳』 の掲載図のなかでも, 同じ地域を描いては

いるものの, 作製年代の異なる数枚の地図が掲載

され, 作製年次が下るごとに地域情報が更新され

ている場合がある｡ たとえば, 11～17までのト

ボル川流域を描いた地図群, 38～41のカムチャ

ツカ図群である｡ これらの地図群は, 前述したよ

うに, 『公務の地図帳』 のみに掲載されている地

域の地図である｡

これらのことから, 『公務の地図帳』 第一部の

地図帳部分において, 第一にウラル山脈周辺のク

ングールやカメンスキーに関する情報を盛り込ん

だこと, 第二にトボリスクの南方であるトボル川

とその支流域の西シベリア南部に関する地域情報

を更新させて充実させたこと, 第三に東方のカム

チャツカ半島や中国国境地帯および中国関連の地

図情報を盛り込んだことの三点が指摘できる｡

そこで, 三冊の地図帳の掲載図から, それぞれ

の地図帳が描く範囲と地域構成を見てみよう｡

(第 2表, 地名や河川名は第 1図・第 2図参照)｡

いずれも, 現在の地域区分である西シベリアを中

心に, 東シベリアから極東までを地図帳の範囲と

していることは共通している｡ シベリア庁に提出

された 『シベリア地図帳』 の描いている地域を基

準に考えると, 『公務の地図帳』 と 『シベリア地

図帳』 が範囲とする地域は類似しており, 『地勢

図帳』 は, 他の二冊に比べて, 西シベリア地域の

都市や河川流域ごとの詳細な地図がより多く掲載

されている｡ そのなかでも, 明らかに 『公務の地

図帳』 が描くシベリア地域が, 他の二冊の地図帳

よりもシベリアの範囲をカムチャツカ半島という

東方へと拡大させている様子がわかる｡

� フロンティアの地域像

『公務の地図帳』 が表現するシベリア像を特徴

づけているのは, 『公務の地図帳』 第一部のみに

掲載されている地図群である｡ 11～17までのト

ボル川流域を描いた地図群, 38～41のカムチャ

ツカ図群, 42～45の中国図群である｡ さらには

第二部に掲載されているカメンスキー工場の図面

である｡ しかし, 第二部は地図帳ではなく, 工場

の機械の図面などが主であり, 第一部のみが他の

2冊の地図帳と同じレベルで比較でき得る地図帳

である｡ そこで本節では, トボル川上流域やカム

チャツカ, 中国という南方および東方への地域像

の拡大を物語る地図の図像表現の特徴について述

べていく｡ 地域像の違いに着目することから, 主

に地図の表現方法に注目する｡

11～13および 16, 17のトボル川上流域の図は,

前述したように, 『公務の地図帳』 にある説明書

きによって作製目的も作製年代も明確である｡ 14

も同じ地域を描いた地図であるが, その複写元と

なった地図の作製年代は 1694年～1695年にかけ

てと若干古い｡ 15の地図は, レーメゾフが 1697

年に作製した地図の複写であり, その描く範囲内

にトボル川流域もある｡ そのため, 11～17にか

けては, 地図帳の頁をめくると同地域を比較でき

る構成になっている｡ 水系・水路網を中心とした

全体の図像構成は 『地勢図帳』 に掲載されている

地図と類似している｡ しかし, 『地勢図帳』 には

地図全体に距離を示すグリッドがあり, 『公務の

地図帳』 の地図にはない｡ 地図の方角は南を上と

している｡ 11では, トボリスクから東方のバガ

イ川・イシム川と南方のトボル川流域が描かれて

いる｡ トボル川沿いは, タウダ川・テュラ川・イ

セチ川と各支流の上流がウラル山脈まで描かれて

いる (第 3図)｡ 13ではトボル川支流のイセチ川

とその南方が描かれ, トボル川上流の支流である

ウイ川沿いが詳細に描かれている (第 4図)｡ こ

れは他の地図には見られない｡ 14はトボル川支
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流の自由村やユルタが描かれ, 主にイセチ川とそ

の支流であるミアス川などが詳細である (第 5図)｡

次に, 各地図における凡例の描き方について注

目すると, 11では主にロシア人の町や自由村(55)

が他の地図よりも大きく描かれており (第 3図),

13ではそれだけではなく, 先住民族のユルタが

ウイ川沿いに目立つ (第 4図)｡ 11とは異なり,

トボル川流域の自由村は凡例のみで地名記載は省

略されている｡ 14では, 町や自由村, ユルタな

どの凡例は朱書きされて数多く描かれている｡ し

かし, 凡例の大きさは他の二図に比べると小さい

(第 5図)｡ これらのことから, 11で強調されて

いるのは, トボリスクから南方のトボル川とその

支流のロシア人の町や村々であることがわかる｡

13では, 他の地図にはないウイ川沿いのユルタ

が図像表現として強調されている｡ 一方, 両者に

比べて 14では, イシム川沿いのロシア人の町や

自由村, ユルタは詳細に描かれているものの, 図

像としては他の二図ほどは強調されていないとい
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第 4図 13の地図と図像表現 (図番号は第 1表による)

Figure. 4. Representation of the region in map
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第 3図 11の地図と図像表現 (図番号は第 1表による)

Figure. 3. Representation of the region in map
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第 5図 14の地図と図像表現 (図番号は第 1表による)

Figure. 5. Representation of the region in map
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える｡ これらの地図におけるロシア人集落と先住

民族のユルタの図像表現から言えることは, 当該

地域は, ロシア人にとってのフロンティアであり,

地域像を描くうえで, ロシア人と先住民族の分布

が重要な情報となっていたことが窺える｡ そして,

作製年代が下るにしたがって, フロンティアもよ

り南方にすすみ, 当該地域におけるユルタの分布

調査も詳細になっていたことがわかる｡

38～41のカムチャツカ図では, 38は作製年代

や用いられた情報について説明書きがあるものの,

39～41については何も書かれていない｡ しかし,

これらの地図の作製年代や作製者・情報提供者に

は, 38も含めてゴリデンベルク(56), アンドレー

エフ(57), エフィーモフ(58) による先行研究がある｡

38の 『公務の地図帳』 の説明書きを読むと, ｢203

年｣ (西暦 1695年に該当) のアトラーソフによる

成果をもとにしたクバソフが用いた地図とある(59)｡

しかし, ｢1695年｣ はアトラーソフがヤクーツク

からアナディリ要塞に司令官として派遣された年

である｡ アトラーソフが 60人の軍事勤務者と狩

猟民, 60人のヤサク・ユカギールを連れて, カ

ムチャツカ征服に出発したのは 1697年春であり,

1699年 7月にアナディリに戻ったため(60), その

情報を用いたとするならば, 1695年は記載間違

いであろう｡ そして, この 『公務の地図帳』 に掲

載されている地図そのものは, レーメゾフの息子

であるイワンによる複写図で 1702年以後の作製

図であるとゴリデンベルクは推定した(61)｡ しか

し, アンドレーエフは, この地図をヤクーツク軍

政官であるトラウルニフト (���������	
���)

による地図(62) とし, エフィーモフは 1701年にク

バソフによって編集された地図(63) としている｡

筆者にはこれらの先行研究に新しい知見を加える

だけの証拠も新説もないが, 『公務の地図帳』 に

ある ｢203年｣ の ｢アトラーソフのデータによる

クバソフの地図｣ という記載が正しければ, エフィー

モフの説がもっとも妥当であると思われる｡ また,

ゴリデンベルクによれば, 39はヤクーツクのトラ

ウルニフト軍政官によって送られた 1702～1709

年頃のデータをもとに 1707～1709年頃にトボリ

スクにおいて作製された地図(64), 40 は 1712～

1714年頃以後の作製(65), 41はコズイレフスキー

(
����������	�) のカムチャツカ探検による成

果の地図であり, 作製年代はそのクリル諸島の描

写内容から 1713年以後と推定されている(66)｡ 一

方, アンドレーエフとエフィーモフは 40の地図

をトラウルニフトによる地図とし, 39には誰に

よるデータのものかは述べていない(67)｡ 41はゴ

リデンベルク同様, コズイレフスキーのデータを

もとにした地図としている(68)｡

次に, この 4枚のカムチャツカ図の図像構成や

特徴を比較する｡ 38, 39はレーメゾフが描くシ

ベリア全図のように南が上, 左の端にカムチャツ

カ半島を描いている｡ 38よりも 39のほうが書き

込まれている情報は多い｡ さらに 40, 41となる

と, カムチャツカ半島がクローズアップされ, 半

島内部の情報がさらに充実し, ｢日本｣ まで描か

れている｡ 40は北が上, 41は西が上である｡ な

お, 『シベリア地図帳』 の第 21図と第 23図のシ

ベリア全図にあるカムチャツカ部分を見てみると,

前者は ｢島｣ として描かれており, 後者はかろう

じて半島らしき形をしている｡ また, 『地勢図帳』

のシベリア全図においても, 少し突出した半島ら

しき部分にいくつかの河川名が書き込まれている

程度である｡ つまり, 『公務の地図帳』 における

カムチャツカ図は, ロシアにおける最新の地域情

報をその図像に表現しているといえる｡ カムチャ

ツカ図のなかでもっとも後年に作製されたと推定

される 41の地図は, 前述したように, コズイレ

フスキーのデータによって作製されたものとして

ロシア人研究者の見解は一致しており, 当時とし

てはその図像のなかに最新の豊富な地域情報を盛

り込んでいたものであった｡

最後に ｢中国図｣ の特徴について述べる｡ 43～

45の中国図はすべてヨーロッパ製の出版図から

の模写である｡ 原本通りの方角 (北が上) での複

写は, 44のブラウの地図のみであり, 43, 45は南

が上, 44は西が上となっている｡ 一方, 『地勢図

帳』 に描かれている ｢中国図｣ は, 北京の描き方

やロシア極東部分の描き方が, 従来のレーメゾフ
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によるシベリア図の描き方と類似することから(69),

ヨーロッパ製地図の複写ではないと考えられる｡

この地図に関しての先行研究はないが, おそらく

トボリスクやモスクワのシベリア庁で手に入る地

図や地域情報を利用して複写・編集したものであ

ろう｡ レーメゾフが 『公務の地図帳』 において,

ヨーロッパ製の中国図を模写した明確な理由はわ

からないが, 図像表現の点では詳細に地域情報を

盛り込んだかたちをしており, ヨーロッパ製の出

版地図のほうがより進んでいたからであると思わ

れる｡

以上のことから, 『公務の地図帳』 において,

レーメゾフとその息子達が, シベリア地域像を東

方に拡大させただけでなく, 地図帳内の同地域を

描いた地図においても, 作製年代が下るに従って

図像表現に違いが見られ, 地域情報の詳細な部分

が異なっていたことが明らかになった｡ つまり,

ロシアの植民地フロンティアの進展にともない,

『公務の地図帳』 に表現された地域像にも変化が

みられることがわかった｡

おわりに

本稿では, 三冊のレーメゾフの地図帳のなかで

も, もっとも後年に編集された 『公務の地図帳』

を中心に, 三冊の地図帳の作製目的や掲載地図の

違いを踏まえたうえで, そこに描かれたレーメゾ

フの地域像を明らかにした｡ 従来の研究では, レー

メゾフの地図帳所収の地図については, それぞれ

の地図帳の作製意図やそこに集成されている地図

の特徴の差異などは, 明確に意識されることはな

かった｡ しかし本稿では, それぞれの地図帳の史

料としての性格の違いを踏まえたうえで, 地図の

作者であるレーメゾフおよびその息子達によるシ

ベリア地域像の特徴を, 地図帳の描く範囲と地図

の図像から論じた｡

本稿で対象とした 18世紀初期の手書きの地図

帳に掲載された地図の多くは, 手書きの一枚物の

地図が編集され, 集成されたものであった｡ また,

地図帳自体もシベリア庁やレーメゾフ家に私的に

保管されたものであり, 出版図や出版された地図

帳に比べて, その描かれた地域情報が多くの人々

に知れ渡らない｡ しかし, 国家や権力者にとって,

重要な地域情報を独占的に掌握するうえでは都合

が良いと思われる｡ これは, ある社会における地

図の役割を考えるうえで重要な意味があると考え

られる｡ また, 国家が近代的な測量図を整備して

いく前段階においては, すでに作製された様々な

地図をもとにした編集図が一般的であった｡ しか

し, 近代的な測量技術は発展していなかったもの

の, 実際に現地を踏査し, 詳細な情報収集を行っ

て地図を作製し, それをもとに地図の編集を行う

ことは行われていた｡ それを可能にしたのは, 18

世紀初期のロシアにおいては, ロシアによるシベ

リア支配システムの構築によるものが大きかった

と思われる｡ つまり, シベリアにおいては, 軍事

勤務者というシベリアの各地域の調査業務に携わっ

た人々がいたからこそできたものといえる｡

本稿で対象としたレーメゾフは, ロシアのシベ

リア支配の現地業務を担った軍事勤務者であり,

その祖父・父・息子達も同様の業務に携わってい

た家系である｡ このレーメゾフ一族による地図作

製は, トボリスクというシベリア現地の情報収集

にもっとも適した場所において行われた｡ 18世

紀初期におけるレーメゾフの地理的認識こそが,

ロシアがシベリアに対してもつ地理的認識の集大

成でもあったといえる｡ その後, ピョートル 1世

の政策の一環として, 1720年の勅令により, ヨー

ロッパから輸入した測量技術による地図の整備が

実施された(70)｡ それ以降は, ロシアの地図帳は

近代的な測量技術を伴ったものとなった｡ 具体的

には, 1734年のイワン・キリーロフによる 『全

ロシア帝国地図帳』, 1745年のロシア科学学士院

による 『ロシア帝国アトラス』 という近代的アト

ラスへと発展していく(71)｡ レーメゾフの描いた

シベリア地域像は, これらアトラスの描くヨーロッ

パから導入された ｢近代的な｣ 地域像のまさに前

段階に位置していた｡ つまり, その図像表現など

も含めて, ロシアによる ｢伝統的な｣ シベリア地

域像を表していたともいえる｡
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本稿では, レーメゾフの三冊のシベリア地図帳

に掲載された個々の地図に関する詳細な検討は課

題として残された｡ 特にⅡで示した 『公務の地図

帳』 掲載の各地図群における個々の地図の分析に

ついては稿を改めて論じたい｡ また, 後世におけ

るロシアの地図作製において, レーメゾフの地図

帳や地図がそれらに及ぼした影響についても検討

する必要がある｡ 今後の課題としたい｡

( 1 ) ①Baddeley, J. F. Russia, Mongolia, China.

vol. 1. London, 1919. ②Bagrow, L. A history of

Russian cartography up to 1800, Ontario, 1975.
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( 5 ) キベルソンの研究では, シベリア図そのものの

史料学的研究ではなく, 地図の図像表現をもとに

モスクワ公国を事例とした ｢国家｣ と ｢空間｣ の

関係が論じられている｡ その際, ロシアが作製し

た様々な古地図を分析している｡ ロシア地図史に

図像学的方法を取り入れた研究である｡ Kivelson,

V. Cartographies of Tsardom: The Land and its

Meaning in seventeenth century Russia. Cornell

University Press, 2006.

( 6 ) ①三上正利 ｢一七世紀のロシア製シベリア諸図｣

(歴史地理学会編 『歴史地理学紀要Ⅳ アジアの

歴史地理』 古今書院, 1963年) 87�110頁｡ ②同

｢1667年シベリア地図の目録原文の公刊｣ 人文地

理 15�6, 1963, 655�661頁｡ ③同 ｢1673年のシ

ベリア地図｣ 人文地理 16�1, 1964, 19�39頁｡ ④

同 ｢スパファリのシベリア図｣ 史淵 99, 1967, 39�

76頁｡ ⑤同 ｢一六八七年のシベリア地図｣ (小牧

実繁先生古稀記念会編 『人文地理学の諸問題』 大

明堂, 1968年) 425�437頁｡ ⑥同 ｢レメゾフの

『シベリア地図帳 (一七〇一年)』 の第二一図｣ 史

淵 111, 1973, 199�239 頁｡ ⑦同 ｢レメゾフの

『シベリア地図帳, 1701年』 の民族誌地図｣ 歴史

学・地理学年報第 2号, 1977, 5�20頁｡

( 7 ) ①船越昭生 『北方図の歴史』 講談社, 1976. ②

同 『鎖国日本にきた ｢康熙図｣ の地理学史的研究』

法政大学出版局, 1986.

( 8 ) 秋月俊幸 『日本北辺の探検と地図の歴史』 北海

道大学図書刊行会, 1999年｡

( 9 ) セミョン・ウリヤーノビッチ・レーメゾフに関

しては, ①3!89���R��F�T�Y���2��Z*[<�����

=�2�5��\����
�����+
*�,
+-�,��,
+-V1642�

���*�1720,,� !"#�$�1965. がもっとも詳しい｡

②Bagrow, L. ‘Semyon Remezov-a Siberian

cartographer’, Imago Mundi XI. Stockholm,

1954. その他, 日本語文献では, ③清水守男 ｢セ

ミョーン・ウリヤーノヴィチ・レーメゾフ シ

ベリア地図作製者・最初のシベリア史家 ｣

(中京大学社会科学研究所編 『ロシアのシベリア

進出史』 成文堂, 2011) 147�180頁がある｡

(10) 1667年にトボリスクの軍政官ピョートル・ゴ

ドゥノフが作製命令をだしたシベリア全図のこと｡

しかし, ｢ゴドゥノフ図｣ の原図は今日伝わって

いない｡

(11) ピョートル 1世の政策によるヨーロッパからの

近代的なアトラス導入以前から行われていたシベ

リア図作製の集大成として, レーメゾフの地図帳

が位置づけられている｡ 前掲注( 2 )C. 28�31, 前

掲注( 7 )②239�241頁参照｡

(12) ロシアの ｢民族地図｣ 作製の流れは, ｢人種地

図｣ 作製の前段階ともいえる｡ ｢民族地図｣ ｢人種

地図｣ 作製史は大きく三段階ある｡ 第一段階は,

17世紀末から 19世紀前半の民族分布と境界画定

の時期である｡ 第二段階は, 19 世紀半ばから

1930年代の学術的な地図作製の発展期であり,

主に帝立ロシア地理学協会がその業務を担った｡

第三段階は, 1940年代から現在までである｡ ｢人
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(付記) 本稿で利用した史資料・文献の収集には,

平成 20～23年度日本学術振興会科学研究費補助金・

基盤研究�｢17～19世紀におけるロシア帝国のシベ

リア・極東の地域像｣ (研究代表者：米家志乃布

(法政大学)) を使用した｡

注



種地図｣ の科学的な完成度が求められている｡ レー

メゾフの地図は, この第一段階の最初の地図とし

て位置づけられている｡ 前掲注( 4 )C. 66.

(13) ���������	
�
�
�������
�����
����������

�����������
�����
����
��
�����

1985. C.

127.

(14) たとえば, アグネゼの地図 (1525年), 1526年

にモスクワに滞在したヘルベルシュタインの地図,

1592年のジェンキンソンの地図などが挙げられ

る｡ 前掲注(13)C. 131.

(15) 前掲注(13)C. 132�133.

(16) 前掲注( 6 )①94�97頁｡

(17) ｢ゴドゥノフ図｣ のロシア語版の複写図は, 『公

務の地図帳』 と 『シベリア地図帳』 に掲載されて

いる｡ その他, ｢ゴドゥノフ図｣ が作製されてま

もなくロシアへ来たスウェーデン人による複写図

が 3枚ある｡ 前掲注( 6 )①98�107頁｡

(18) 地図帳に掲載された地図は, 後世においてもシ

ベリア各地の調査や探検に利用された｡ たとえば

ミッデンドルフの 1842～1845年のシベリア旅行

ではレーメゾフの地図が十分に利用できることが

述べられている｡ 前掲注( 9 )③155�156頁｡

(19) 前掲注(12)参照｡

(20) 山根圭子 ｢シベリアの都市建設 17世紀・

18世紀はじめのトボリスク｣ (土肥恒之編 『地域

の比較社会史 ヨーロッパとロシア』 日本エディ

タースクール出版部, 2007) 291�316頁｡

(21) その際, ゴドゥノフ図の作製にかかわったとす

るバグロフの説がある｡ Bagrow, L. “The first

Russian maps of Siberia and their influence on

the West-European cartography of N. E. Asia.”

Imago Mundi IX. 1952, p. 83.

(22) 軍事勤務者 (������������) とは, ロシアが

シベリアに送りこんだ軍事要員である｡ 君主から

俸給や褒賞を与えられ, 軍事的な勤務を行う｡ 当

初はロシア本土から派遣されていた｡ 次第に現地

での永住化が見られるようになり, シベリアの移

住者の主要な構成員となった｡ シベリアの軍事

勤務者については, ①������� �
!
"�������

�����#
�
���$"�%���ⅩⅡ���

������%���� 

1988. 日本語文献では②飯田ちひろ ｢16�17世紀

のロシアのシベリア支配システム 軍事勤務者

と国家 ｣ 『西洋史論叢』 29, 2007, 13�28頁に

詳しい｡

(23) 前掲注( 9 )①C. 29.

(24) レーメゾフは, このような派遣業務や地図作製

とは別に, 線描画の芸術家としても才能を示して

いた｡ 1694年には, イルティシ川にある礼拝堂

のイコンを描き, 1696年には軍隊の旗のデザイ

ンを描いた記録がある｡ 前掲注( 9 )①C. 36�37.

(25) トボリスクの石造建築物指導者としてのレーメ

ゾフについては, 前掲注(20)参照｡

(26) この時作製されたとされるシベリア全体の図は,

研究者が ｢エカテリーナ宮殿の地図｣ と呼ぶシベ

リア図である｡ この縮写版のシベリア図が 『シベ

リア地図帳』 の第 21図であるとされる｡ 前掲注

( 6 )⑥206�209頁｡

(27) 『地勢図帳』 (&�����
��'���
�����
) の原本

は, 作製直後はトボリスクのレーメゾフ家に保管

され, その後はヴォロンツォフ・ダシュコフ伯爵

のコレクションのひとつであった｡ それから考古

誌協会に移ったが, 1914年の 『アジア・ロシア

アトラス』 作製に際し, 移民協会が地図の複製の

ために借りたまま, ロシア革命が起こってしまっ

た｡ その後本屋の手に渡り, バグロフが 1923年

にモスクワの本屋から購入してドイツで受け取っ

た｡ 第二次世界大戦中には 『地勢図帳』 も含めた

バグロフのコレクションはスウェーデンに保管さ

れていた｡ 戦後はハーバード大学に所蔵されるこ

とになった｡ 掲載されている地図の大きさは, 縦

23 cm×横 17 cmのものが多く, 本の大きさは縦

30 cm×横 19.5 cm である｡ Revezov, S. U. The

atlas of Siberia by Semyon U. Remezov. Facsim-

ile edition with an introduction by Leo Bagrow.

1958, pp. 16�17.

(28) 前掲注(27)参照｡

(29) 『シベリア地図帳』 ((������
�����
"�%���)

の原本は, モスクワのロシア国立図書館のルミャ

ンチェフ伯爵コレクションに所蔵されている｡ 縦

38.5 cm×横 53 cm｡ この 『シベリア地図帳』 の

原本が, トボリスクのレーメゾフからモスクワの

シベリア庁に送付されたのは 1701年である｡ そ

の後しばらくはシベリア庁長官のヴィニウスのも

とにあった｡ しかし, ヴィニウスが 1703年に罷

免されると, 『シベリア地図帳』 の行方もわから

ないままになった｡ 前掲注( 9 )①C. 99. しかし,

『シベリア地図帳』 複製本と同時に出版されたテ

キストの巻頭論文によれば, ヴィニウスから何か

しらのルートで歴史学者ミルレルの管轄下に渡り,

その後エカチェリーナ 2世のもとで, ミルレルを

通してルミャンチェフ公爵へと渡ったと推測され

ている｡ ���'
��� �
)
*(������
�����
"�%��

��"
+
��,������������-����
�
�
�
��,���

-��
.
(/0120345674895:8;818:<=<>0?0@AB5

8CCD0EAB5486FG010BAEF7A??0425188FH75@520D8I<

JJF2003) K
21�38


(30) /0120345674895:8;818FCAC25BD044562AL

;ADMC78?CN4A?;A61C78?:0?04A?>0?0@ABN?B
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����1882. これは前掲注( 6 )⑥⑦の論文におい

て三上正利が分析史料として利用している｡

(31) ��
���������������
�������������� �!�

 !!�"#$%%&'(&)*+,-*)./012,345)(2003.

(32) 『公務の地図帳』 (6789:;<)0=:*+:9<)04</-))

の原本は, 1730年代にレーメゾフの息子の一人

によって書き加えられた後, 1764年まで所在不

明であった｡ そして, 1764年にエカチェリーナ 2

世の個人図書館において所蔵が確認されている｡

1775年以後は, エルミタージュ宮殿の外国図書

館において, ロシア製手書き書籍として保存され

た｡ 1852年にはヴィチコフ記念公共図書館の文

書部所蔵に移動し, ソ連時代はレニングラードの

サルトゥイコフ・シチェドリン記念公共図書館の

文書部所蔵, 現在はサンクトペテルブルクのロシ

ア国立図書館の文書部所蔵となった｡ 前掲注( 9 )

①C. 109�110. 掲載されている地図の大きさは縦

20 cm×横 31 cm｡ 本の大きさは縦 38 cm×横 29

cm｡ 前掲注( 9 )①C. 100. 1730年から 1764年の

期間における 『公務の地図帳』 の所在については,

アンドレーエフが以下のように推測している｡

1732年にトボリスクに流刑されたピョートル・

フョードロヴィッチ・ミラヴィッチが, レーメゾ

フの年代記などのいくつかの史料をトボリスクで

所有した｡ その後, 歴史学者のミルレルに年代記

が渡り, 『公務の地図帳』 は彼の所有のままだっ

た｡ 1764年に彼の甥であるワシリー・ヤコブレ

ヴィッチ・ミラヴィッチが処罰された際に, 彼の

財産が処分された｡ その時に 『公務の地図帳』 も

没収された後に皇帝のものとなり, エカチェリー

ナ 2世の個人図書館に所蔵されたとしている｡ 前

掲注( 1 )③C. 146�147.

(33) ①6:>:<?:>:@,5/3A<,5B01�CD��������
��

����������E,;,7B34(20061②6789:;<)0=:*+:9F

<)04</-)(+:43+(4,>>8*+)*//1E,;,7B34(2006.

(34) 前掲注( 6 )①～⑦参照｡

(35) 前掲注( 1 )④参照｡

(36) 前掲注( 1 )③C. 116�131.

(37) 前掲注( 9 )①C. 98�99.

(38) 『シベリア地図帳』 のすべての掲載図にロシア

語表記だけでなく, 朱書きのオランダ語表記が存

在する｡ 前掲注(31)参照｡

(39) 地図の内訳は, シベリア全図 2枚, 大ペルミ図

1枚, ステップ地域図 (カザフ・オルダの図) 1

枚, トボリスク都市図 1枚, トボリスク地方図 1

枚, シベリア地域図 17枚である｡ レーメゾフが

シベリア庁で作製を命令されたのは 24枚の地図

であるが, 完成した地図は 23枚であった｡ 欠け

ている 24番目の地図は ｢クングール図｣ である

と推測されている｡ 前掲注( 1 )③C. 114�115.

(40) 地図の内訳は, トボリスク周辺では, イルティ

シ川 33枚, トボル川 12枚, ミアス川 4枚, イセ

チ川 8枚, プシマ川 9枚, トゥラ川 8枚, タウダ

川 8枚などの河川流域を描いた大縮尺の測量図で

ある｡ この地勢図の多くは, 1684年以降のレー

メゾフの派遣およびヤサク関連業務で収集した測

量データが記載されていると考えられる｡ 他のシ

ベリアの河川としては, オビ川 14枚, エニセイ

川 8枚, レナ川 5枚, アムール川 3枚の地図もあ

る｡ これらの河川流域については, レーメゾフ自

身のデータではなく他の地図からの写しであろう｡

前掲注( 9 )①C. 84�85 .

(41) 前掲注( 9 )①C. 108�109.

(42) 前掲注( 9 )①C. 109.

(43) 前掲注(33)②C. 24.

(44) 『公務の地図帳』 の目次に挙げられているもの

の掲載されていないいくつかの地図については,

『シベリア地図帳』 および 『地勢図帳』 に掲載さ

れている地図もある｡ 前掲注(33)①C. 102�103.

(45) 前掲注(33)②C. 122.

(46) 前掲注(33)②C. 92�93.

(47) 前掲注(33)②C. 108.

(48) カムチャツカ方面への探検として最も功績のあっ

た人物として多くの文献に取り上げられている｡

前掲注( 7 )①112�114頁｡

(49) 筆者は前稿において, レーメゾフの 『シベリア

地図帳』 掲載の ｢トボリスク地方の図｣ を用いて,

ロシアのシベリア図と地域像の関係について論じ

た｡ 山田志乃布 ｢ロシア帝国とシベリア図 レー

メゾフ作製の 『シベリア地図帳』 を事例とし

て ｣ (藤井譲治・杉山正明・金田章裕編 『大

地の肖像 絵図・地図が語る世界 』, 京都

大学学術出版会, 2007) 162�173頁｡

(50) 前掲注(33)②C. 111.

(51) Boleslaw Szczesniak, “The seventeenth cen-

tury maps of China: An inquiry into the com-

pilations of European cartographers.” Imago

Mundi III., 1956. pp. 130�131.

(52) 前掲注( 8 )95頁｡

(53) 前掲注(33)②C. 114.

(54) ゴリデンベルクは, 筆跡鑑定により, 『公務の

地図帳』 の掲載図のなかで地図帳作製時点におけ

るレーメゾフによる地図は, 6, 7, 11, 12, 13,

40, 41であると推定した｡ そしてその他の地図

は, 以前にレーメゾフが作製した地図や他の作者

の地図をレーメゾフの息子達が複写・編集した地

図であるとした｡ 前掲注( 9 )①C. 106�107.
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(55) 17世紀のシベリアにおいて植民地が成立して

いく過程は以下のようなものであった｡ まずは占

領したばかりの適当な場所に城塞 (������) が造

られ, 中央から地方長官や貴族, 軍事勤務者が派

遣された｡ また同時に教会も建設された｡ その後,

占領地の開拓は, 自発的にシベリアに移住してき

た自由移住者によってなされ, 彼らによって創設

された中心集落を村 (������	) と呼んだ｡ さら

にこの周辺に村 (�
�
��	�) が発生して, 中心集

落を含む広い意味での村 (これも������	) が発

展した｡ 三上正利 ｢17世紀西シベリアの植民と

農耕地開拓｣ 史淵 91, 1963, 106頁｡ 本稿では,

������	と�
�
��	�の地図上での凡例をわかりや

すくするために, 前者を ｢自由村｣, 後者を ｢村｣

とした｡

(56) 前掲注( 9 )①C. 184�195.

(57) 前掲注( 1 )③C. 139�140.

(58) 前掲注( 1 )④C. 32�36.

(59) 前掲注(33)②C. 108.

(60) シチェグロフ (吉村柳里訳) 『シベリア年代史』

原書房, 1975 (復刻原本 1943), 192頁, 199�202

頁｡

(61) 前掲注( 9 )①C. 188�191.

(62) 前掲注( 1 )③C. 139.

(63) 前掲注( 1 )④C. 31�32.

(64) 前掲注( 9 )①C. 191�192.

(65) 前掲注( 9 )①C. 192�193.

(66) 前掲注( 9 )①C. 193�194.

(67) 前掲注( 1 )③C. 140. 前掲注( 1 )④C. 33.

(68) 前掲注( 1 )③C. 140. 前掲注( 1 )④C. 34�35.

(69) キベルソンは, レーメゾフの中国図の表現の方

法の特色として, その国境地帯に明確に城壁を描

くことに特徴があることを指摘しており, 『地勢

図帳』 掲載の中国図にはそれがはっきりと見るこ

とができる｡ 前掲注( 5 )p. 187.

(70) 前掲注( 7 )①155頁｡

(71) 前掲注( 7 )①154�172頁｡
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Analyzing Working Sketchbook by S. U. Remezov

and the Image of Siberia

Shinobu Komeie

Abstract

Semyon Ul’yanovich Remezov (c. 1642�after 1720) was a famous Russian cartographer.

Remezov’s maps are good examples of original national mappings in seventeenth-century and

early eighteenth-century Russia. His works have been preserved in the form of three manuscript

books of maps of Siberia. In the course of the following description these books are refer to by

their original titles: (1)Drawing Sketchbook of Siberia (Chertezhnaya Kniga Sibiri), (2)Working

Sketchbook (Sluzhebnaya Kniga), and (3)Chorographic Sketchbook (Khorograficheskaya Kniga).

These three books consist of original maps and copies by Remezov and his sons. This paper

examines the characteristics of the image of Siberia that emerges from these books in the politi-

cal context of Russia’s expansion to the east and south and its colonial control of Siberia.

In 1696, an order was issued by the Siberian court office in Moscow for the Siberian towns to

produce maps of their respective region. The instructions directed that each map must contain

all Russian villages and native settlements dependent on the district town and paying tribute to

it, indicating the rivers on which they were situated, their names, and the distances from them to

the town. The local governor entrusted this new task to Remezov in Tobol’sk, which was at that

time an important Siberian administrative center. Remezov worked as an official surveyor and

geographer in the districts surrounding Tobol’sk. He was not only a cartographer but also an

official service man, and therefore, could directly copy many regional maps and information

gathered in the Siberian court office in Moscow to compile Drawing Sketchbook of Siberia (1699�

1701). His work thus reflected and represents the traditional image of Siberia in the context of

Russian cartography before the Petrine reforms.

Working Sketchbook is Remezov’s personal collection. After he finished Drawing Sketchbook

of Siberia, Remezov and his sons collected various maps he had drawn himself or copied on his

own initiative. These maps can be classified into eight groups. (1)Maps of Tobol’sk town and

Tobol’sk districts. (2)Copies of regional maps in Siberia. (3)Four maps of Kamchatka. (4)Census

maps in Tobol’sk and Tymen. (5)Maps by Parfeniev. (6)Maps by Meina. (7)Maps of all Siberia or

a part of Siberia by other authors copied by Remezov. (8)Copies of maps of China published by

European mapmakers.

The Kamchatka maps were made by Remezov with new information from Atlasov’s expedi-

tion. Categories (4) and (5) represented the upper Tobol River region as a Russian land, in spite

of the territories of native peoples that exsted there. The image of Siberia represented by

Remezov and his sons in Working Sketchbook expanded eastward and southward more than that

of Drawing Sketchbook and Chorographic sketchbook.
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